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インバート高は、(Ａ)：下流管径の1/2とする。
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※インバート幅は、下流管径に合わせる。

※くら型マンホール継手を使用する場合は、偏芯できない。
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※インバートはC-4を標準とする。
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塩ビマンホール詳細図
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（バール穴・鎖式又は蝶番式）

エアー抜き穴開孔(φ10㎜)

砂利基礎

苫小牧市デザイン型鋳鉄製防護蓋

※マンホールの継ぎ目15cm以内及びす

　でに施工済みの接続管から15cm以内

　また、斜壁には接続しないこと。

　は接続しないこと。
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（バール穴・鎖式又は蝶番式）
苫小牧市デザイン型鋳鉄製防護蓋

塩ビ内蓋

砂利基礎
※取付管同士の接続位置は可能な限り

　1.00m以上取ること。

　ただし、これに寄り難い場合は協議

　すること。
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苫小牧市デザイン型鋳鉄製防護蓋
（バール穴・鎖式又は蝶番式）

エアー抜き穴開孔(φ10㎜)

砂利基礎 ※接続位置については図面番号10を参

　照すること。








